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「融りまシエアネットワーク」は、毎年開カオじるねりまシニアセミナーの参加メンバーを主体にした

つぎの 14団体で構成するシエアの交流組織で'九

ねりまシエアクラブ 0シニアピアーズ玄暉会・燦 会々・よんき会・五友会・睦会・菜 会々・ノヽ験 C

メロウ。メイツすばる・いちごの会・ ELF(エルフ)・ トリトンねりま。ひとみ会・虹の会
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`00年度事業計画

ただいま策定中 l

08年度の活動計画を検討する時期になりま

したが、その最終決定の場は定期総会です。

決算報告を含め、その結果を会報に掲載でき

るのは3月 号になりますが、これでは遅いの

で今年度から定期総会を lヶ月繰り上げて4

月連絡会の場で行なうこととし、総会報告を

6月号 (5月末連絡会配布)に掲載できるよ

うにしたいと考えています。

従つて 3月 の連絡会では上記の変更と、昨

年実施した下記の事業について今年も継続す

ることが討議される予定です。

・シエアセミナー ・サマーフェスティパル
・合同バス旅行 “チヤリテイクリーンウォーク
ロ健康麻雀教室・お楽しみ麻雀大会
,NSN会報・ シエアボランティア会議
しかし事業の中身については、その後それ

ぞれの事業を主催する企画実行委員会で事業

環境の変化に対応した具体的な改訂が検討
・さ

れることになると思います。

例えばシエアセミナーでは応募者の継続的

減少を踏まえ、これまで長年続けてきた基本

的スタイルまで略み込んだ見直し、またこれ

まで会員の交流事業として 1～2年の経験を

積んできた健康麻雀教室やチャリティクリー

ンウォークでは将来の計画とされている一般

区民対象の社会貢献活動への衣替えをいつ、

どのような形でやるかなどが大きな検討課題

になるのではないかと思われます。

この数年の間にシニアネットワークの事業

は会員の交流事業と地域への貢献事業として

上記のように8事業にまで増えてきました。
一つ事業が増えればサービスを楽しむ側と、

それを企画し提供する世話役側の両面の参加

者が増える、根底にこの願いがあるわけです。

一方、ネットワークの事業を企画する際に自

戒していることは各会の運営の障害になるよ

うなことはせず、各会の独自の活動優先です。

時に誤解されている人もいますがシニアネ

ットワークは上位団体ではなく団体各員への

サービス機関です。各団体および会員各員が

その活動の巾を広げるためネットワークのサ

ービスを積極的に利用して頂きたいと願って

おります。 (山本 雄―)

お楽しみ麻雀大会のお知らせ
第 5回お楽しみ麻雀大会を開催します。

日時 5月 17日 013時から17時まで
場所 雀荘バーディ 蓉 3998-“

“豊玉北5-15-1鷹嬬駅徒歩 5分)
集合 バーディ 12時鉤 分
会費 2覆Ю円 (会場費・賞品代込み)
腕に自信のある方、今年の雀運を期する方な

どなど奮ってご参1加くださし、

申込みは、5月 8日迄
~下

記にお願いしますi。

健康麻雀の会 岩立 容。ねx3926‐5857

または 佐仲 容。ねx3926・ 12“

ゝン



同 期 会 紹 介 シ リ ー ズ ⑭

「蠅の金」シニア

…

良く、豪しく 有意■に
「虹の会」がスタートしたのは昨年4月、早

しヽもので間もな<1年になります。ねりまシ
ニアネットワーク (NSN)の意味すら分か
らなく、セミす―に参加した惰性のまま、第

14回同期会立上げに参加しました。10人
程度の準備委員がいましたが、皆さん、会の

設立には初めての人が多<、 多少とも経験の

ある私がなんとな<進行役を務める…。でも、

会長になるなんて思つてもみませんでした。

セミナーには、先輩に勧誘されたからやむ

を得ずに参加した…、からです。というのも

当時、「川と水辺を楽しむプロジェクト」と

いう親と子の自然体験講座 (平成17年～、
年間6～8回開催)、 石神丼川の保全再生を
目指す「石神丼探険隊」(18年にスタート)
を主宰していました。尚かつ、競れが目立っ

いる公園の再生を図ろうと「石神丼公園再生

フォーラム」の立上!ずを考えていました。時

間がとれる状況ではなかつたからです。

“練馬を知ろう"と歩きまわって

私たちの参加した時のNSNセ ミナーのテ
ーマは≪シニアの地域デビュー≫でした。練

馬区在住は5年で、まちづ<りや自然保護活

動では仲間がいましたが、地域デビューとな

るとちょつと意味合いが違います。

「虹の会」は4月に設立総会を行なつてスタ
ートしました (設立時会員2了名、現在23
名)。 と言つても何をしていいか分からずに、

漠然としていました。女性優位の状況の中で

したので、“練馬を知ろう"ということで区

内を歩き回ることにしました。同好会「ウオ

ーキングの会」の誕生です。会員の皆さんが

意外と区内を歩いておられないからです。

第 1回は自子川
'(〕

いを歩きました。バス停

比丘尼橋に集合.途中、ノヽ坂神社に隣接する
富士塚に登って富士曲信仰を知りました。今

では富士塚は住宅と向かい合つていました。

その後、カタクリの自生地・清水山憩いの森

まで歩きました。そして、おそば屋さんで昼

食を取りました。うまいおそばでした (歩い

た後、うまい昼食を取る、こうしたパターン

が定着)。 以後、丸由さんという名幹事役を得

て、月 1回のペースで丞の内外を歩き回つて

います。月 1の定例会より参加者が多いとい

う噂です。同好会はその他:こ「川と水辺を楽

しむプロジェクト」『山野革の会」があります。

昼と夜では様変わり…の参加

「虹の会」では定例会を月 1回 (原則第4日

曜午前9時 30分～)を行なつています。最  ‐/
初の 1時間は<プラスα>と称して、アトラ
ンダムに会員の要望を活かして講演会や講座

を開催しています。練馬健康いきいき体操、

団塊世代の救急法講座、石神丼公園の歴史、

山野革の初歩…など。

そののち、定例会議を開いてNSNの 連絡
事項、活動テーマ、同好会の活動予定、など

を話含つています (会員の出席は 6、 7割 )。

休んだ会員にはプロック別の連絡員を置いて、

連絡を取つたり資料を届けたりして、コミュ

ニケーションを図つています。

しかし、「虹の会」の参加者が一番多いのが

季節毎に行なつている飲み会です。普段はお  _`′
茶一杯飲まない会議を行なつています。しか

し、こういう時には、ビルの中の窓一つない

部屋で「月見の会」を開催したりして盛上が

つています。      (佐 藤 英雄)



実施報告と一時休会   第 15回 ねりまシニアセミナー開催

単ヽレ
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平成 18年 5月 、「トリトンねりま」が発
足して1年目の総会で、会員の有野氏からヨ

ガ教室の提案がありました。有野氏は、ヨガ

歴 30年、指導員もやっているので、健康増
進を兼ねて会の活動の一環としてお役に立

ちたいとの事でした。

早速、同年6月 から毎月2回、約 2時間、

練馬公民館を中心に実施してきました。それ

から半年経つた12月からは、練馬シニアネ

ットワークの皆様にも出来るだけ広くヨガ

の楽しみ方を周知したいと思い、
´
オープン参

加行事としました。

当初は6～ 7名、多い時は10名近い方が

参力Eしてくださいましたが、講師の都合によ

り、当初、土曜日の18時から実施していた
ものを、 14時からに変更を余儀なくされ、
参力I尾「が減i少して、ここ数lヶ月は2～ 3名 と

なってしまいました。そのため運営が困難に

なり、種々検討をしました結果、31回の実
績を残して、今年 2月 をもって、ひとまず休

会することになりました。

ところがここにきて、これまでの実績評価

と、シエア世代のニーズに照らして、その体

会を惜しむ声が広まりつつあり、早期再開の

期待が寄せられている模様です。トリトン単

独ではとても無理な状況ですが、今後、ネッ

トワークの皆様のヨガ教室への希望が多く

なった時は、何らかの形で復活する事を全体

として検討されてはいかがでしょう力、

(ト リトン 土居則り0

左の頁は「虹の会」作成の原版を活用

しました。簡易型の印刷機のため、

写真の仕上がりが黒くつぶれてしまい、

残念です。情集責任者)

毎年3月 に開催される恒例のねりまシニア

セミナーが実行の時を迎えました。

第 1日 目の 3/‐領日)、 総勢 27名の参加者が

集まり午後 1時から5時まで、「虹の会」代
表の佐藤英雄さん司会により新しい仲間づ

くりの基礎となる入門講座を開始しました。

山本会長の開会挨拶に続き、メイン講師の藤

井敬三氏OIPO法人"シニア夫槃'冨i曜!事長)が
登場してセミナーのテーマである『仲間づくり』

を主題に、第2の人生の過ごし方を、′」噺 をた

っぷり盛り込んだ講演として行ない、満場の笑

いと共感を集めました。

小体止のあと、恒例の合唱、ねりまシエアネ

ットワーク概要、2例のOB体験談、5班に分
かれてのグループトーク、と所定のスケジュー

ルを順調に進め、定刻に無事終了しました。

第2日 日は、3/22(」う に予定されてい
ます。関係者の皆さん、ご苦労様でした。

3月 27日 (本)

チャリティ・クリーンウォーク開催 !

寒さも和らぎ、サクラのつぽみがほころび始

めました。いよいよ待望の大イベントが開催さ

れます。大泉、石神井、中村橋とそれぞれのコ

ースから沢山の方々に参加していただき、(3/

18日現在 98名の申し込み)満開のサクラ
咲く光が丘公園を目指します。

光が丘会場では、「健康いきいき体裸詢や「福

引」など盛り沢曲の楽しいイベントが用意され

ておりますのでご期待くださし、ケガやトラブ

ルのないようスタッフー同安全には万全の態勢

で取り組みますが、それぞれ世話人の誘導に従

って行動してくださし、

また「葉っぴい基金」に対し予想外に沢山の寄

付 (3/18日現在参加 138名、計8方 1千円)
が集まりました。当日、好天に恵まれることを

祈り、皆さん方のご参加をお待ちしています|。

―



オープン参加行事のご案内

☆睦会オープンゴルフの会

親睦ゴルフです・皆様一緒にどうぞ !

5/23(金)さ くらアウト10104

ノーザンcc錦が原ゴルフ場

(ハウス前集合)9:300ヾス 8時半)

睦会 横山
"鍵
-3129

★シエア男性料理塾

(20年度前期)

Q/18(日 )、 15(日 ) (三1日薫1)

石神井公園区民交流センター

参加費 2000円 +材料費000円/一日)

ねりまシニアクラブ

山本 3"5-2217

※ シニア男性初心者向け「講義と:剰陶

同世代でわいわい作り食べる楽しい教室

●毎月開催の行事です。詳細は

下記窓口に問合せください。
・コミュニケーション・マジック

多46赫0、 13:IIH5:Ю

練詩〕ミテンティアセンター

ELF内藤  6760-2815
°ニゴθみθリーベの会 (愛唱歌を楽しむ会)

4/2、 16、 5/7練馬公民館
5/21練馬文化センターリハーサル室

すばる 佐藤 3997-1707
・人展会囲碁クラブ例会
4/1"(昭和の日)、 5/5(こ どもの日)

12:30～17:∞

人展会 関野 5998-繋 88
,いちごの会ハーモニカサークル

毎月第 3水曜日18:30よ り

いちごの会 庄村 59“-6058

・正しい近代日本史を共有する

懇談会
毎月舞魃土曜日16:30～ 18:"

谷原出張所会議室

ELF藤闘く e004-4564

NSN定 例連絡会 協議メモ
(毎月第4土曜日開催、構成 14団体代表、
「ネットワークの運営について」協議する)
▼ H20年 1月 26日 (±1)PM l:30～ 4:00
協議事項
① チャリティークリーンウオーク
② 第 15回ねりまシニアセミナー
③ NSN会報 2月号発行
▼ 鵬0年 2月 23日 (土)猟 1130～ 4:30
協議事項
バス旅行参加者アンケー トまとめ

第 15回ねりまシニアセミナー

会報編集 4月 号の編集
H20年 3月 15日 (土)PM l:30～ 4:30
チャリティクリーンウォーク

第 15回ねりまシニアセミナー

会報 4月 号発行 (3/22配布)
平成 20年度総会

①
②
③

▼
①
②
③
④

ヽ多́
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●NSNの最高議決機関である連絡会の承認の
もと、今号から各会の会長に交代で、当紙の編

集会議にご参加いただくことになりました。
｀
ねらいは、①当紙への助言、情報提供 ②各

号の編集企画、編礫葬1野卜′ヽの理解を深める ③
会報発行への協力体制の強化 などです。
今号は、睦会の渋井会長にご参加をお願いし

て、企画、買割付、文字間政 印帰彙発行のす
べてにお付き合いいただきました。;極めてまじ

めに討論をたたかわせ、ご意見を賜り、活気に  t″
あふれた会議を重ねることが出来ました。同時

に各編集委員の感覚のブラッシュアップに大き

くプラスできました。ありがとうございました。

●会報としての役どころをどうとらえるか、果

たすべき役割はなに力、 との問いかけに NEK
的標準のまとまりであつていい、との方向性を

も見出しました。各会で発行している機関紙に

はそれぞれ異なるタイプがあり、それらをまと

める会報ではむしろスタンダードであるべきだ、

ということでした

●これからも読者である皆さんの大切な情報紙

としての役割を果たしていきますしご意見、投

稿をよろしくおねがいします。(陸村)

く問合せ。連絡先 03-59∞―(∞関|> 編集責任者/庄村 勝男 (いちごの会)
NSN事務局‐ &編 集委員/伊知地哲男 (ねりまシニアクラブ) 中村 元功 (燦 会々) 西浦 澄恵 (ELF)

ヽ


